
障害年金の請求について

口からご飯を食べる幸せのために
【JA兵庫厚生連】

　「口から食べる」ということは、「よく噛む（咀嚼）」と「しっかり飲み込む（嚥下）」が必要となります。元気な時には当たり前のよう
に感じますが、加齢とともに思うように食事ができなくなる方が増えています。
　これからもおいしくご飯が食べられるように、今日から口の衰えを予防していきましょう。

あなたの心がけひとつで口の状態は大きく改善します。いつまでもご飯をおいしく食べられるように、今日から取り組んでみましょう。

□ 歯を磨くと歯ブラシに血がつく
□ 歯茎が腫れている
□ 口臭が気になる、言われたことがある
□ 歯がグラグラする、噛みにくい
□ 歯の根元がしみる

【噛む力を維持するために】
（1）「食べたら磨く」習慣をつけましょう。
　　食べ物の付着時間が長いほど、虫歯や歯周病になりやすいです。食後す
　　ぐに歯磨きをする習慣をつけましょう。磨くときは、歯と歯茎の境目、歯と
　　歯の隙間の歯垢を取るように意識しましょう。
（2）毎年1～2回、歯科検診を受けましょう。
　　磨き残しや歯茎の状態をチェックしてもらいましょう。磨き残しは自分で
　　は気づきにくいので、定期的に歯科医または歯科衛生士にクリーニング
　　してもらうことが大切です。
（3）噛み応えのある料理を取り入れましょう。
　　材料を大きめに切ったり、歯応えが残る程度に加熱時間を調整したり
　　と、「噛む回数を増やす」ことがポイントです。噛む回数は、ひと口30回を
　　超えるのが良いとされています。早速今日から数えてみましょう！
【飲みこむ力を維持するために】
（1）バランス良い食事をしっかり摂りましょう。
　　食事量が減ったり、たんぱく質の摂取量が適正でなくなると、全身の筋肉
　　だけでなく口や喉の筋肉も衰え、思うように飲み込めなくなります。
（2）日頃から口をたくさん動かすように意識しましょう。
　　会話をする、カラオケを楽しむ、声に出して新聞を読むなど、口をよく動か
　　すことで筋肉の衰えを予防することができます。加齢とともに筋肉は自然
　　に衰えるので、若い時から筋肉の維持を意識することが大切です。

～歯の状態のチェック～

□ お茶や汁物を飲むと、むせることがある
□ 硬いものが食べづらい
□ 食べこぼしをしてしまう
□ 口が渇きやすい
□ 薬が飲みにくくなった

～飲み込む力のチェック～

 LIFE BOX

 ealth

iving advice

健康身知しるべ

暮らしのアドバイス 年金編

9 89

このような症状が続き、
歯科検診を受けられていない方は、

受診をお勧めします。

障害年金の請求について、事例を踏まえて紹介します。

【障害年金事例1】『事後重症による請求』
 本事例の概要
請求者　昭和27年10月生まれ　Kさん（女性）
初診日　平成21年6月△日　糖尿病と診断
障害等級該当日　平成23年12月○日　糖尿病腎症による  
                          人工透析開始（障害等級2級）
請求日　平成29年1月□日　事後重症による請求　

【解説 】
 請求手続き   人工透析をしている場合には障害等級は2級
と認定されます。しかし、人工透析は初診日から1年6カ月後
（障害認定日）の時点では開始しておらず、一定の障害の状態
に至らなかったため、平成29年1月□日に事後重症による請
求としました。その結果、平成29年2月より障害基礎年金2級
の年金を受給となりました。　

 請求のポイント　事後重症による請求は、障害認定日（初診
日から1年6カ月が経過した日、またはそれ以前に傷病が治癒
した日）に、障害の程度が障害等級に該当しない場合でも、そ
の後傷病が悪化し、障害状態になるに至った場合に、請求す
ることができます。
　障害認定日の翌月から支給される障害認定日請求と違っ
て、事後重症による請求は請求した翌月分から支給開始とな
ります。
　この度のKさんのケースでは、もっと早く人工透析開始時に
請求を行っていれば、その時点より障害年金を受給出来てい
ました。
　また、事後重症による請求は、65歳以降になるとできなく
なりますので、該当する可能性があれば、早めにご相談される
のがよいと思います。

情報提供者　年金サポートセンター兵庫南
社会保険労務士 倉谷 和秀（JA兵庫南 顧問）

☎（079）427-4678

えんげそしゃく

　JA兵庫南青壮年部は、日本農業の担い手として地域の農業を元気にし、農
業を通じて地域に根ざした社会貢献に取り組んでいる組織です。現在20歳～
40歳代の生産者で構成され、生産している品目は野菜や果樹、花苗などさま
ざまです。地域の農業を元気にしようと、地元小学校の水稲学童農園の指導を
行ったり、地域活性化を図るイベントに参加したりと “情熱と協同力”で地域農
業の振興を図っています。

平成30年度も引き続き自己改革ワーキンググループ
と意見交換会を実施します！
上記で紹介できなかった青壮年部の活動はこちらでぜ
ひご覧ください。

「JA兵庫南自己改革」通信
JA兵庫南の自己改革への取り組み、進捗状況を報告します。

～農業の活性化と豊かな地域社会をめざし、創造的自己改革への挑戦！～
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標に掲げ、取り組みます。

平成29年度青壮年部活動報告

水稲学童農園の実施

vol.2

　第7次地域営農振興計画でもJA青壮年部の
活動内容の充実と活性化を図ることを掲げてお
り、平成29年度はJA兵庫南の自己改革ワーキ
ンググループも意見交換会やイベントに参加し
ました。

説  明

事前学習会6月

田植え6月

ゲストティーチャー・
給食交流会

11月

稲刈り10月

かかし作り9月

新米を羽釜で炊飯11月

おはぎ作り1月

自己改革ワーキンググループと
意見交換会 　　8月

自己改革ワーキンググループと
ラジオ関西まつり参加 　　10月

JA幹部と語る会　　3月

青壮年部
フェイスブック

たくさんの貴重なご意見を
いただきました！

職員とともにJAのことを
考えてくれています！
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